
解説　新品種の海外流出と種苗法改正

下
、
条
数
の
み
の
表
記
は
種
苗
法
を
指
す
））。

　

育
成
者
権
は
、
品
種
登
録
に
よ
り
発
生
し
、

木
本
植
物
（
果
樹
、
材
木
、
鑑
賞
樹
等
）
は
品

種
登
録
日
か
ら
三
〇
年
、
木
本
植
物
以
外
は
品

種
登
録
日
か
ら
二
五
年
で
消
滅
し
ま
す
。

⑶
　
品
種
登
録
要
件

　

審
査
で
は
、
出
願
品
種
に
つ
い
て
次
の
六
つ

の
客
体
的
要
件
を
満
た
す
か
を
判
断
し
ま
す
。

①
区
別
性
：
出
願
前
の
国
内
・
外
国
に
お
け
る

公
知
の
他
の
品
種
と
、
特
性
の
全
部
ま
た
は

一
部
に
よ
っ
て
明
確
に
区
別
さ
れ
る
こ
と

（
図
表
２
。
三
条
一
項
一
号
）。

②
均
一
性
：
同
一
の
繁
殖
の
段
階
に
属
す
る
植

物
体
の
す
べ
て
が
、
特
性
の
全
部
に
お
い
て

十
分
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
（
同
一
繁
殖
段

階
の
類
似
性
。
同
項
二
号
）。

③
安
定
性
：
繰
り
返
し
繁
殖
さ
せ
た
後
で
も
、

特
性
の
全
部
が
変
化
し
な
い
こ
と
（
異
な
る

１　

種
苗
法
の
基
礎
知
識

⑴
　
知
財
法
に
お
け
る
種
苗
法
の
位
置
づ
け

　

種
苗
法
は
、
①
品
種
の
育
成
の
振
興
を
図
る

「
品
種
登
録
制
度
」
と
、
②
種
苗
の
流
通
の
適

正
化
を
図
る
「
指
定
種
苗
制
度
」
と
い
う
、
二

つ
の
制
度
か
ら
な
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
①
品
種
登
録
制
度
は
知
的
財
産

法
（
以
下
、「
知
財
法
」
と
い
う
）
に
分
類
さ
れ
、

今
回
の
改
正
の
主
要
部
分
に
な
り
ま
す
。

　

知
財
法
に
は
、
知
的
財
産
（
以
下
、「
知
財
」

と
い
う
）
の
保
護
方
法
が
二
種
類
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
排
他
的
独
占
権
を
与
え
て
保
護
す
る

方
法
で
あ
り
、
品
種
登
録
制
度
の
ほ
か
、
特
許

法
・
実
用
新
案
法
、
意
匠
法
、
商
標
法
、
著
作

権
法（
著
作
権
制
度
お
よ
び
著
作
隣
接
権
制
度
）

が
該
当
し
ま
す
。
も
う
一
つ
は
、
不
正
行
為
を

規
制
し
て
保
護
す
る
方
法
で
あ
り
、
不
正
競
争

防
止
法
、
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
法
、
家
畜
遺

伝
資
源
法
（
和
牛
遺
伝
資
源
に
つ
い
て
二
〇
二

〇
年
一
〇
月
一
日
施
行
）
が
該
当
し
ま
す
。

　

筆
者
は
、
品
種
登
録
制
度
、
Ｇ
Ｉ
法
、
家
畜

遺
伝
資
源
法
を
ま
と
め
て
「
農
水
資
源
法
」
と

よ
ん
で
い
ま
す
。

⑵
　
植
物
新
品
種
の
保
護
の
流
れ

　

品
種
登
録
制
度
は
、「
植
物
の
新
品
種
」（
所

定
の
一
の
農
林
水
産
植
物
の
個
体
の
集
合
）
を

保
護
対
象
と
し
ま
す
。
動
物
の
新
品
種
は
、
保

護
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

品
種
登
録
制
度
は
、「
育
成
者
権
」
と
い
う

排
他
的
独
占
権
を
与
え
て
保
護
し
ま
す
。
育
成

者
権
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
品
種
登
録
出
願

を
し
、
審
査
を
経
て
、
品
種
登
録
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
（
図
表
１
）。
な
お
、
登
録
料
を

納
付
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
品
種
登
録
は
取
り

消
さ
れ
ま
す
（
種
苗
法
四
九
条
一
項
四
号
（
以

繁
殖
段
階
の
類
似
性
。
同
項
三
号
）。

④
未
譲
渡
性
：
原
則
と
し
て
、
品
種
登
録
出
願

日
か
ら
一
年
（
外
国
に
お
い
て
は
、
木
本
植

物
に
つ
い
て
は
六
年
、
木
本
植
物
以
外
に
つ

い
て
は
四
年
）
遡
っ
た
日
前
に
、
出
願
品
種

の
種
苗
ま
た
は
収
穫
物
が
業
と
し
て
譲
渡

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
（
Ｕ
Ｐ
Ｏ
Ｖ
条
約
上
の

新
規
性
。
四
条
二
項
本
文
）。

⑤
先
願
主
義
：
出
願
書
類
の
到
達
時
を
基
準

に
、
最
も
先
の
出
願
で
あ
る
こ
と
（
九
条
一

項
）。

⑥
出
願
品
種
の
名
称
の
適
切
性
（
四
条
一
項
）。

⑷
　
育
成
者
権
の
効
力

　

育
成
者
権
は
排
他
的
独
占
権
で
す
の
で
、「
育

成
者
権
者
」
以
外
の
者
が
、「
登
録
品
種
」
お

よ
び
「
不
区
別
品
種
（
登
録
品
種
と
特
性
に
よ

り
明
確
に
区
別
さ
れ
な
い
品
種
）」
の
、
種
苗
・

収
穫
物
・
加
工
品
を
業
と
し
て
利
用
す
る
と
、

育
成
者
権
の
侵
害
と
な
り
ま
す
（
二
〇
条
一

項
）。
ま
た
、
登
録
品
種
を
原
品
種
（
親
品
種
）

と
す
る
「
従
属
品
種
」
や
「
交
雑
品
種
」
の
、

種
苗
・
収
穫
物
・
加
工
品
を
業
と
し
て
利
用
し

た
場
合
も
同
様
で
す
（
同
条
二
項
）。

　

植
物
の
厄
介
な
と
こ
ろ
は
、
最
終
の
利
用
者

の
段
階
で
容
易
に
増
殖
で
き
る
た
め
、
侵
害
品

の
把
握
が
難
し
い
と
い
う
点
で
す
。そ
れ
ゆ
え
、

種
苗
だ
け
で
な
く
、
収
穫
物
や
所
定
の
加
工
品

に
も
、
育
成
者
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

も
っ
と
も
、
育
成
者
権
の
行
使
に
は
順
序
が

あ
り
、
種
苗
の
段
階
で
権
利
（
利
用
許
諾
権
）

を
行
使
す
る
適
当
な
機
会
が
な
か
っ
た
場
合
に

限
っ
て
収
穫
物
に
効
力
が
及
び
、
種
苗
お
よ
び

収
穫
物
の
段
階
で
権
利
（
利
用
許
諾
権
）
を
行

使
す
る
適
当
な
機
会
が
な
か
っ
た
場
合
に
限
っ

て
加
工
品
に
効
力
が
及
び
ま
す
（
図
表
３
（
カ

ス
ケ
イ
ド
の
原
則
＝
育
成
者
権
の
段
階
的
行
使

の
原
則
）。
二
条
五
項
）。

　

な
お
、
登
録
品
種
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
権

利
で
は
な
く
、
使
用
義
務
（
二
二
条
一
項
）
お
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解
説

自
家
増
殖
の
許
諾
化
・
消
尽
の
限
定
・
特
性
表
の
導
入
に
よ
る
育
成
者
権
の
実
効
性
強
化

新
品
種
の
海
外
流
出
と
種
苗
法
改
正

　令和 2年 12 月２日、種苗
法の一部を改正する法律が成
立しました。
　多くの改正条項は、本年４
月１日に施行されています
が、自家増殖の要許諾化や、
制度に影響を及ぼす特性表の
導入については、令和４年４
月１日に施行されます。
　施行まで 10 ヵ月という、
現場での対応を要する時期に
入ってきましたので、本稿に
取り上げます。特に誤解の多
い自家増殖など、組合員から
の疑問への対応にご活用いた
だければ幸いです。

【図表１】品種登録手続
※上側は農林水産省側が行う手続き、下側は育成者・出願者側が行
　う手続き

仮保護期間
（補償金請求可）

育成者権

網掛け部分
は、今回の
改正箇所

官報
公示

品種
登録

出願
公表 審査

審査特
性通知

登録料
の納付

審査特
性訂正

品種登
録出願

新品種
の育成

審査特性の品種登録
簿への記載＆公示

出願品種が保持
していると出願
人が思料する特
性の記載

栽培試験・
現地調査

【図表２】品種の 3要件
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（出所）木棚照一編『実践 知的財産法』179頁
　　　〔浅野卓〕より作成

【図表３】カスケイドの原則

第三者による種苗の利用について
利用許諾権を行使する適当な機会

第三者による収穫物の利用について
利用許諾権を行使する適当な機会

種苗・収穫物・加工品の利用に、育成者権の効力が及ぶ

種苗・収穫物の利用に、育成者権の効力
が及ぶ

種苗の利用のみ、育成者権の効力が及ぶ
あり

なし

あり

カスケイド
＝段々滝

なし

（出所）木棚照一編『実践 知的財産法』182頁〔浅野卓〕
　　　より作成
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よ
び
使
用
義
務
違
反
の
罰
則
が
あ
り
ま
す
（
七

五
条
二
号
）。

⑸
　
登
録
品
種
を
利
用
す
る
に
は

　
「
育
成
者
権
者
」
以
外
の
者
が
、
登
録
品
種

等
を
利
用
す
る
に
は
、
原
則
と
し
て
、
正
当
な

権
原
、
具
体
的
に
は
、
①
育
成
者
権
の
譲
渡
や
、

②
育
成
者
権
者
か
ら
の
ラ
イ
セ
ン
ス
（
専
用
利

用
権
：
二
五
条
、
通
常
利
用
権
：
二
六
条
～
二

八
条
）
が
必
要
で
す
。
従
属
品
種
・
交
雑
品
種

の
利
用
に
は
、
原
品
種
（
親
品
種
）
の
育
成
者

権
者
か
ら
の
ラ
イ
セ
ン
ス
も
必
要
で
す
。

　

例
外
的
に
、
育
成
者
権
の
効
力
の
及
ば
な
い

範
囲
で
あ
れ
ば
、
正
当
な
権
原
が
な
く
て
も
、

登
録
品
種
等
を
利
用
で
き
ま
す
。
効
力
の
及
ば

な
い
範
囲
の
う
ち
、
❶
試
験
ま
た
は
研
究
の
た

め
に
す
る
利
用
（
二
一
条
一
項
一
号
）
や
、
❷

登
録
品
種
の
育
成
方
法
に
つ
い
て
の
特
許
に
係

る
方
法
に
よ
る
利
用
等
（
同
項
二
号
～
五
号
）

は
従
前
ど
お
り
で
す
。２
で
後
述
す
る
よ
う
に
、

今
回
の
改
正
で
、
❸
農
業
者
の
自
家
増
殖
（
旧

二
一
条
二
項
・
三
項
）
が
削
除
さ
れ
、
❹
育
成

者
権
の
消
尽
（
改
正
二
一
条
二
項
）
が
限
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

効
力
の
及
ば
な
い
範
囲
に
当
た
ら
な
け
れ

ば
、
原
則
に
戻
っ
て
、
正
当
な
権
原
が
必
要
に

な
り
ま
す
（
図
表
４
）。

２　

令
和
二
年
改
正
の
概
要

⑴
　
海
外
流
出
を
防
ぐ
た
め
に

　

今
回
の
改
正
の
一
番
の
趣
旨
は
、
育
成
者
権

者
の
意
に
反
す
る
植
物
新
品
種
の
海
外
流
出
を

防
ぐ
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
農
林
水
産
省
は
、
植

物
新
品
種
の
海
外
流
出
の
経
路
と
し
て
、
①
育

成
者
権
者
・
種
苗
業
者
自
身
が
正
規
に
流
通
に

置
い
た
種
苗
が
流
出
す
る
場
合
と
、
②
農
業
者

が
自
家
増
殖
し
た
種
苗
が
流
出
す
る
場
合
を
想

定
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
（
図
表
５
）。

　

な
お
、
和
牛
遺
伝
資
源
の
海
外
流
出
に
つ
い

て
は
、１
⑴
で
前
述
し
た
「
家
畜
遺
伝
資
源
法
」

や
、
改
正
さ
れ
た
「
家
畜
改
良
増
殖
法
」
で
カ

バ
ー
し
て
い
ま
す
。

⑵
　
育
成
者
権
の
消
尽
の
限
定
（
施
行
済
）

　

今
回
の
改
正
で
、
正
規
流
通
種
苗
の
海
外
流

出
に
つ
い
て
、
育
成
者
権
が
消
尽
す
る
場
合
を

限
定
し
ま
し
た
（
図
表
５
の
①
）。

　

育
成
者
権
の
消
尽
と
は
、
育
成
者
権
者
等
の

正
当
権
原
者
に
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
、登
録
品
種
・

不
区
別
品
種
・
従
属
品
種
・
交
雑
品
種
の
種
苗
・

収
穫
物
・
加
工
品
の
利
用
に
は
、
育
成
者
権
の

効
力
は
及
ば
な
い
と
す
る
も
の
で
す
（
改
正
二

一
条
二
項
）。
た
だ
し
、
従
前
か
ら
、
消
尽
す

る
場
合
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
①
種
苗
を
生
産

す
る
場
合
、
②
保
護
を
認
め
て
い
な
い
国
に
、

種
苗
を
輸
出
す
る
場
合
、
③
保
護
を
認
め
て
い

な
い
国
に
、
最
終
消
費
以
外
の
目
的
で
収
穫
物

を
輸
出
す
る
場
合
に
は
、効
力
は
及
び
ま
す（
改

正
同
項
但
書
）。

　

今
回
の
改
正
で
、
消
尽
す
る
場
合
が
さ
ら
に

限
定
さ
れ
、
④
指
定
国
以
外
の
国
（
出
願
品
種

の
保
護
が
図
ら
れ
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
国
）
へ

の
、
種
苗
の
輸
出
お
よ
び
最
終
消
費
以
外
の
目

的
で
の
収
穫
物
の
輸
出
を
制
限
す
る
旨
を
、
品

種
登
録
出
願
と
同
時
に
届
け
出
た
場
合
、
⑤
指

定
地
域
（
出
願
品
種
の
産
地
を
形
成
し
よ
う
と

す
る
地
域
）
以
外
の
地
域
で
の
収
穫
物
の
生
産

を
制
限
す
る
旨
を
、
品
種
登
録
出
願
と
同
時
に

届
け
出
た
場
合
に
は
、
④
⑤
の
届
出
事
項
の
公

示
日
の
翌
日
以
後
は
、
制
限
さ
れ
た
行
為
に
育

成
者
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
し
た

（
新
設
二
一
条
の
二
第
一
項
、
同
七
項
、
新
設

二
一
条
の
三
、
新
設
二
一
条
の
四
）。
二
〇
二

一
年
四
月
九
日
、
輸
出
を
制
限
す
る
一
九
七
五

品
種
が
公
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

④
⑤
に
つ
い
て
種
苗
業
者
等
に
は
、
ⓐ
品
種

登
録
さ
れ
て
い
る
旨
に
加
え
、
公
示
日
の
翌
日

以
後
は
、
ⓑ
制
限
が
付
さ
れ
て
い
る
旨
、
ⓒ
公

示
さ
れ
て
い
る
旨
の
表
示
義
務（
改
正
五
五
条
、

新
設
二
一
条
の
二
第
五
項
・
六
項
。
図
表
６
参

照
）
お
よ
び
表
示
義
務
違
反
の
罰
則
が
あ
り
ま

す
（
改
正
七
五
条
一
号
、
同
三
号
）。

⑶
　
自
家
増
殖
の
要
許
諾
化
（
令
和
四
年
四

月
一
日
施
行
）

　

今
回
の
改
正
で
、
自
家
増
殖
種
苗
の
海
外
流

出
に
つ
い
て
、
農
業
者
の
自
家
増
殖
を
育
成
者

権
の
効
力
の
及
ば
な
い
範
囲
と
し
て
い
た
規
定

（
旧
二
一
条
二
項
・
三
項
）を
削
除
し
ま
し
た（
図

表
５
の
②
）。
自
家
増
殖
は
「
種
苗
の
生
産
」

に
当
た
る
の
で
、
育
成
者
権
は
消
尽
し
な
い
た

め
、
今
後
は
原
則
に
戻
っ
て
、
通
常
利
用
権
の

許
諾
等
の
正
当
な
権
原
が
必
要
と
な
り
ま
す

（
図
表
４
）。
自
家
増
殖
の
要
許
諾
化
は
す
べ
て

の
農
業
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、
自
家
増
殖
の

絶
対
禁
止
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
家
増
殖
の
要
許
諾
化
に
よ
り
、
育
成
者
権

者
が
自
家
増
殖
状
況
を
管
理
し
や
す
く
な
る
結

果
、
海
外
流
出
に
対
し
適
切
に
対
応
で
き
る
と

の
趣
旨
で
す
。

　

自
家
増
殖
規
定
の
削
除
が
殊
更
に
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
改
正
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け

や
改
正
趣
旨
、
後
述
３
の
知
財
戦
略
や
競
争
政

策
の
視
点
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

⑷
　
品
種
の
特
性
判
断
と
権
利
行
使
の
迅

速
・
容
易
化
（
令
和
四
年
四
月
一
日
施
行
）

　

さ
ら
に
、
海
外
流
出
の
場
面
に
限
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
日
本
国
内
で
育
成
者
権
を
行
使
し
や
す

く
し
ま
し
た
（
図
表
５
の
③
）。

　

具
体
的
に
は
、
前
掲
図
表
１
の
よ
う
に
、
①

品
種
登
録
出
願
に
あ
た
り
、
出
願
品
種
が
保
持

し
て
い
る
と
出
願
人
が
思
料
す
る
特
性
の
、
願

書
へ
の
記
載
（
新
設
五
条
一
項
四
号
）
お
よ
び

証
拠
の
添
付
が
求
め
ら
れ
ま
す
（
改
正
五
条
二

項
）。
そ
し
て
、
②
品
種
登
録
要
件
の
一
つ
で

あ
る
区
別
性
の
判
断
に
あ
た
り
、
所
定
の
事
由

が
総
合
的
に
考
慮
さ
れ
（
新
設
三
条
二
項
）、

③
品
種
登
録
前
に
、「
審
査
特
性
」（
出
願
品
種

に
つ
い
て
審
査
に
よ
り
特
定
し
た
特
性
。「
特

性
表
」
と
同
義
）
の
出
願
者
へ
の
通
知
（
新
設

一
七
条
の
二
第
一
項
）
お
よ
び
審
査
特
性
の
訂

正
（
新
設
同
条
二
項
～
七
項
）
が
あ
り
ま
す
。

④
審
査
特
性
は
、
品
種
登
録
簿
に
記
載
（
改
正

一
八
条
二
項
四
号
）
お
よ
び
公
示
さ
れ
（
改
正

同
条
三
項
）、
⑤
品
種
登
録
簿
記
載
の
審
査
特

性
（
特
性
表
）
に
よ
る
、
不
区
別
品
種
（
前
述

の
１
⑷
）
と
の
推
定
（
新
設
三
五
条
の
二
）
や
、

⑥
品
種
登
録
簿
記
載
の
審
査
特
性
（
特
性
表
）

に
よ
る
、
不
区
別
品
種
か
否
か
の
判
定
（
新
設

三
五
条
の
三
）
が
さ
れ
ま
す
。

　

従
来
は
育
成
者
権
侵
害
の
立
証
の
た
め
に
、

侵
害
疑
義
品
種
の
植
物
体
と
品
種
登
録
時
の
植

物
体
と
の
比
較
栽
培
が
必
要
で
し
た
が
、
⑤
⑥

の
特
性
表
の
導
入
に
よ
り
、
育
成
者
権
の
行
使

が
迅
速
か
つ
容
易
に
な
り
ま
す
。

【図表６】　義務表示の例
品種登録されている旨 制限が付されている旨 公示されている旨
・「登録品種」の文字
・�「品種登録」の文字と
登録番号
・ＰＶＰマーク

・海外持出禁止
・○○国のみ輸出可
・○○内のみ栽培可

・�公示（農水省ＨＰ）
参照
・農林水産大臣公示有

【図表４】育成者権の効力

【図表５】　海外流出を防ぐ３つの改正
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解説　新品種の海外流出と種苗法改正

⑸
　
通
常
利
用
権
者
の
地
位
強
化
（
施
行
済
）

　

登
録
品
種
の
利
用
に
お
け
る
正
当
な
権
原

（
前
述
の
１
⑸
）
と
も
関
係
し
ま
す
が
、
通
常

利
用
権
者
の
地
位
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
通
常
利
用
権
の
許
諾
後
に

育
成
者
権
が
譲
渡
等
さ
れ
た
場
合
で
も
、
通
常

利
用
権
の
登
録
な
し
に
、
自
己
の
通
常
利
用
権

を
主
張
で
き
ま
す
（
当
然
対
抗
制
度
。
旧
三
二

条
三
項
～
五
項
の
削
除
、
新
設
三
二
条
の
二
、

改
正
五
二
条
一
項
二
号
・
三
号
）。
ま
た
、
②

裁
定
の
申
請
に
対
す
る
意
見
陳
述
（
新
設
二
八

条
四
項
、
同
八
項
）
や
、
③
品
種
登
録
の
取
消

し
に
係
る
聴
聞
へ
の
参
加
（
改
正
四
九
条
三

項
）、
④
品
種
登
録
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
へ

の
参
加
（
改
正
五
一
条
三
項
）
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

⑹
　
主
体
に
関
す
る
改
正
（
施
行
済
）

　

職
務
育
成
品
種
に
つ
い
て
、
①
使
用
者
等
が

品
種
登
録
出
願
す
る
旨
の
事
前
の
定
め
が
あ
る

「
予
約
承
継
」
に
お
け
る
、
品
種
登
録
を
受
け

る
地
位
の
使
用
者
等
へ
の
原
始
帰
属
（
新
設
八

条
二
項
前
段
）
お
よ
び
②
従
業
者
等
の
相
当
の

利
益
を
受
け
る
権
利
（
新
設
同
条
二
項
後
段
お

よ
び
同
三
項
）
が
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
③
権
利
を
享
有
で
き
る
外
国
人
が
拡

大
さ
れ
（
新
設
一
〇
条
四
号
）、
④
在
外
者
の

手
続
き
を
代
理
す
る
品
種
登
録
管
理
人
が
必
須

化
さ
れ
ま
し
た
（
新
設
一
〇
条
の
二
）。

⑺
　
審
査
に
関
す
る
改
正
（
令
和
四
年
四
月

一
日
施
行
）

　

審
査
特
性
（
特
性
表
）
の
導
入
と
の
関
係
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
①
現
地
調
査
・
栽
培
試
験
の

審
査
体
制
が
再
編
さ
れ
（
改
正
一
五
条
、
新
設

一
五
条
の
二
、
新
設
一
七
条
二
項
）、
②
登
録

品
種
の
調
査
に
係
る
、
現
地
調
査
・
栽
培
試
験

の
審
査
体
制
も
再
編
さ
れ
ま
す
（
改
正
四
七
条

二
項
・
三
項
、
改
正
一
五
条
三
項
、
新
設
一
五

条
の
二
）。ま
た
、③
料
金
が
変
更
さ
れ
ま
す（
出

願
料
に
つ
い
て
改
正
六
条
一
項
。
審
査
手
数
料

に
つ
い
て
新
設
一
五
条
の
三
、
新
設
一
五
条
の

四
、
改
正
一
七
条
一
項
二
号
。
登
録
料
に
つ
い

て
改
正
四
五
条
）。

⑻
　
そ
の
他
の
改
正
（
施
行
済
）

　

公
示
に
つ
い
て
、
①
裁
定
の
申
請
に
係
る
公

示
（
改
正
二
八
条
三
項
）、
②
品
種
登
録
の
取

消
し
に
係
る
聴
聞
の
公
示
（
改
正
四
九
条
二

項
）、
③
品
種
登
録
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の

審
理
に
係
る
公
示
（
改
正
五
一
条
二
項
）
が
追

加
さ
れ
、
④
公
示
の
方
法
等
が
規
定
さ
れ
ま
し

た
（
新
設
五
七
条
の
二
）。

　

ま
た
、
⑤
イ
ン
カ
メ
ラ
手
続
き
が
拡
充
さ
れ

ま
し
た
（
改
正
三
七
条
二
項
～
四
項
）。

３　

知
財
戦
略
・
競
争
政
策
の

視
点
か
ら

　

今
回
の
改
正
で
は
、
と
り
わ
け
自
家
増
殖
規

定
の
削
除
が
関
心
を
集
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

１
⑴
に
前
述
し
た
よ
う
に
、
品
種
登
録
制
度
は

知
財
法
の
一
つ
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
知
財

の
視
点
か
ら
の
検
討
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
各
地
の
Ｊ
Ａ
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
声
に
、
知
財
戦
略
・
競
争
政
策
の
視
点
か
ら

中
立
的
に
、
独
自
の
検
討
を
し
て
み
ま
す
。

⑴
　
外
国
で
の
品
種
登
録
の
難
し
さ 

　
「
自
家
増
殖
規
定
を
削
除
せ
ず
と
も
、
外
国

で
品
種
登
録
す
れ
ば
、
植
物
新
品
種
の
海
外
流

出
を
防
げ
る
の
で
は
？
」
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
の
新
品
種
の
す
べ
て
が
品
種

登
録
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
国
も
多
い
の
で

す
。
植
物
新
品
種
の
保
護
に
関
す
る
Ｕ
Ｐ
Ｏ
Ｖ

条
約
が
あ
り
ま
す
が
、
二
〇
二
一
年
二
月
二
二

日
現
在
、
締
約
国
は
七
七
ヵ
国
に
と
ど
ま
り
、

日
本
の
農
産
物
の
輸
出
が
多
い
ア
ジ
ア
で
は
、

中
国
、
韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ベ
ト
ナ
ム
だ

け
で
す
（
図
表
７
）。
そ
れ
以
外
の
国
は
、
Ｕ

Ｐ
Ｏ
Ｖ
条
約
に
未
加
盟
で
す
。

　

さ
ら
に
、
中
国
は
七
八
年
条
約
で
あ
る
こ
と

に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
Ｕ
Ｐ
Ｏ
Ｖ
条
約
に
は

大
き
く
分
け
て
、
①
条
約
発
効
時
の
六
一
年
条

約
、
②
一
九
七
八
年
に
改
正
さ
れ
た
七
八
年
条

約
、
③
一
九
九
一
年
に
改
正
さ
れ
た
九
一
年
条

約
が
あ
り
ま
す
。
九
一
年
条
約
三
条
⑵
で
は
、

遅
く
と
も
九
一
年
条
約
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
と

な
る
日
か
ら
一
〇
年
の
満
了
時
ま
で
に
、
す
べ

て
の
植
物
の
種
類

を
保
護
対
象
と
す

べ
き
旨
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
が
、

七
八
年
条
約
で
は

二
四
種
類
以
上
に

と
ど
ま
り
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
各

国
で
保
護
対
象
と

な
っ
て
い
る
植
物

が
異
な
り
ま
す
。

自
国
の
育
種
が
弱

い
種
類
の
品
種
に

つ
い
て
は
、
政
策

的
に
保
護
対
象
と

し
な
い
の
で
す
。

特
に
ア
ジ
ア
は
、
保
護
対
象
が
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
農
家
の
自
家
増
殖
の
取
扱
い

も
各
国
で
異
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
日
本
の
新
品
種
が
海
外
流
出
し

た
ら
無
断
増
殖
を
止
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
う

え
、海
外
流
出
原
因
を
把
握
し
き
れ
な
い
た
め
、

自
家
増
殖
を
要
許
諾
化
す
る
と
い
う
の
が
今
回

の
改
正
の
動
機
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑵
　
農
民
の
権
利
は
ま
だ
世
界
の
共
通
認
識

で
は
な
い 

　
「
自
家
増
殖
は『
農
民
の
権
利
』で
は
？
」（
種

子
に
対
す
る
権
利
：
小
農
と
農
村
で
働
く
人
び

と
の
権
利
に
関
す
る
国
連
宣
言
（
小
農
の
権
利

宣
言
）
一
九
条
、生
物
多
様
性
条
約
（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）、

食
料
・
農
業
植
物
遺
伝
資
源
条
約
（
Ｉ
Ｔ
Ｐ
Ｇ

Ｒ
）
参
照
）
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
小
農
の
権
利
宣
言
は
、
先
進
国
は

反
対
ま
た
は
棄
権
で
（
日
本
は
棄
権
）、
途
上

国
が
賛
成
す
る
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
法
的
拘
束

力
も
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｕ
Ｐ
Ｏ
Ｖ
の
九
一
年
条
約

一
五
条
⑵
で
も
、各
国
は
自
家
増
殖
に
つ
い
て
、

合
理
的
な
範
囲
内
か
つ
育
成
者
の
正
当
な
利
益

を
保
護
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、
育
成
者
権

の
「
任
意
的
例
外
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨

が
定
め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

⑶
　
種
子
は
共
有
財
産
だ
と
し
て
も

　
「
種
子
は
共
有
財
産
だ
か
ら
、
誰
か
に
独
占

さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
は
？
」
と
の
声
が

あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
在
来
種
・
一
般
品
種
の
種
子
を
共

有
財
産
と
考
え
る
こ
と
と
、
そ
れ
ら
を
基
に
し

た
新
品
種
を
育
成
者
権
で
保
護
し
独
占
さ
せ
る

こ
と
は
両
立
し
ま
す
。
共
有
の
知
（
在
来
種
・

一
般
品
種
）
か
ら
知
財
（
新
品
種
）
が
創
造
さ

れ
、
当
該
知
財
に
一
定
期
間
の
独
占
（
育
成
者

権
）
を
認
め
、
独
占
期
間
経
過
後
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
ド
メ
イ
ン（
万
人
の
共
有
財
産
：
一
般
品
種
）

と
す
る
の
が
、
知
財
制
度
の
枠
組
み
だ
か
ら
で

す
。
こ
の
枠
組
み
に
よ
り
、
人
類
社
会
は
発
展

し
た
と
い
え
ま
す
。

　

種
子
は
共
有
財
産
と
い
う
考
え
方
は
、「
土

地
伝
来
・
先
祖
伝
来
の
遺
伝
資
源
」
の
次
元
（
遺

伝
資
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
利
益
配
分
に
関
す

る
、
Ｃ
Ｂ
Ｄ
条
約
や
Ｉ
Ｔ
Ｐ
Ｇ
Ｒ
条
約
と
同
次

元
）
で
あ
り
、「
研
究
開
発
成
果
と
し
て
の
遺

伝
資
源
」
の
次
元
で
あ
る
育
成
者
権
と
は
、
次

元
が
異
な
る
と
解
さ
れ
ま
す
。

⑷
　
ラ
イ
セ
ン
ス
料
は
そ
れ
ほ
ど
負
担
に
な

ら
な
い 

　
「
自
家
増
殖
の
要
許
諾
化
と
後
述
の
種
子
法

の
廃
止
に
よ
り
、
農
家
の
費
用
負
担
が
増
え
る

の
で
は
？
」
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
下
記
の
理
由
か
ら
、
少
な
く
と
も

「
育
成
者
権
の
ラ
イ
セ
ン
ス
料
」
は
、
そ
れ
ほ

ど
負
担
に
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

第
一
に
、
法
律
の
解
釈
・
制
度
の
運
用
に
あ

た
っ
て
は
、
立
法
趣
旨
に
立
ち
返
る
と
い
う
手

法
が
採
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
２
⑴
に
前
述
し
た

よ
う
に
、
今
回
の
改
正
の
趣
旨
は
、
育
成
者
権

者
の
意
に
反
す
る
、
植
物
新
品
種
の
海
外
流
出

を
防
ぐ
こ
と
に
あ
り
、
殊
更
に
育
成
者
権
者
を

富
ま
せ
る
こ
と
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
の
点
は
、

今
後
の
運
用
お
よ
び
種
苗
業
者
の
対
応
を
し
っ

か
り
見
張
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

第
二
に
、
特
許
発
明
な
ど
他
の
知
財
の
場
合

は
、
ラ
イ
セ
ン
ス
料
の
相
場
が
形
成
さ
れ
て
お

り
、
経
験
則
上
、
権
利
者
が
ラ
イ
セ
ン
ス
料
を

高
額
に
設
定
し
て
も
、
当
該
知
財
は
採
用
さ
れ

【図表７】アジアのＵＰＯＶ条約締約状況 ※カッコ内は加盟年
日本 91 年条約（1998 年） 保護対象は全種類の植物

中国 78 年条約（1999 年） 要注意！
韓国 91 年条約（2002 年）

保護対象は全種類の植物シンガポール 91 年条約（2004 年）

ベトナム 91 年条約（2006 年）

上記以外の国 UPOV 条約未加盟 要注意！
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ず
、
結
局
、
撤
退
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

た
だ
し
、
こ
の
経
験
則
が
当
て
は
ま
る
の
は
、

採
用
で
き
る
品
種
に
選
択
肢
が
あ
る
場
合
で
す
。

　

こ
の
点
、
標
準
必
須
特
許
の
よ
う
に
、
多
く

の
人
に
共
通
に
、
か
つ
、
繰
り
返
し
て
使
用
さ

れ
る
も
の
の
ラ
イ
セ
ン
ス
は
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
条

件
（
公
平
、
合
理
的
か
つ
非
差
別
的
条
件
）
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
同
様
に
、
採
用
で
き
る
品
種
に
選
択
肢

が
な
い
場
合
は
、
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
条
件
の
義
務
づ

け
が
必
要
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
品
種
の
普
及
後
に
ラ
イ
セ
ン
ス
自
体

を
拒
否
し
た
り
、
普
及
後
に
高
額
の
ラ
イ
セ
ン

ス
料
を
要
求
す
る
場
合
は
、
標
準
必
須
特
許
に

お
け
る
「
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
問
題
」
と
同
様
の

問
題
が
生
じ
ま
す（
独
占
禁
止
法
二
一
条
参
照
。

対
処
方
法
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
知
的
財
産
の
オ

ー
プ
ン
・
ク
ロ
ー
ズ
戦
略
に
お
け
る
標
準
化
に

潜
む
問
題 

―
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
問
題
へ
の
対

処
方
法
の
整
理
と
検
討
―
」
名
古
屋
学
院
大
学

研
究
年
報
第
二
九
号
一
～
二
五
頁
）。

⑸
　
他
の
費
用
負
担
の
可
能
性

　

ラ
イ
セ
ン
ス
料
は
そ
れ
ほ
ど
負
担
に
な
ら
な

い
と
し
て
も
、
農
産
物
の
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に

見
ら
れ
る
知
財
戦
略
上
、
他
の
費
用
負
担
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
商
標
権
と
育
成
者
権
を
併
せ
て
ラ

イ
セ
ン
ス
し
、
当
該
商
標
の
使
用
を
契
約
で
義

務
づ
け
た
う
え
で
、
①
育
成
者
権
の
ラ
イ
セ
ン

ス
料
を
低
額
に
抑
え
る
一
方
、
商
標
権
の
ラ
イ

セ
ン
ス
料
を
高
額
に
設
定
し
た
り
、
②
育
成
者

権
の
存
続
期
間
満
了
後
ま
た
は
市
場
で
当
該
商

標
が
浸
透
し
そ
れ
以
外
の
名
前
で
は
事
実
上
売

れ
な
い
状
態
に
な
っ
た
後
、
商
標
権
（
更
新
す

る
限
り
、
永
続
的
な
権
利
）
の
ラ
イ
セ
ン
ス
料

を
値
上
げ
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

商
標
と
品
種
名
称
が
異
な
る
と
い
う
例
は
枚

挙
に
暇
が
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
豪
州
リ
ン
ゴ

「
商
標
：
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー
（
品
種
名
称
：
ク

リ
プ
ス
ピ
ン
ク
）」
の
ク
ラ
ブ
制
の
よ
う
に
、

商
標
権
と
育
成
者
権
を
併
せ
て
ラ
イ
セ
ン
ス
す

る
例
も
、
す
で
に
農
産
物
の
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場

で
は
み
ら
れ
ま
す
。

⑹
　
海
外
バ
イ
オ
メ
ジ
ャ
ー
を
利
す
る
か 

　
「
近
時
の
一
連
の
政
策
は
、
海
外
バ
イ
オ
メ

ジ
ャ
ー
を
利
す
る
も
の
で
は
？
」
と
の
声
が
あ

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
①
主
要
農
作
物
（
稲
、

大
麦
、
は
だ
か
麦
、
小
麦
、
大
豆
と
定
義
）
の

種
子
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
に
よ
る
原
種
・
原

原
種
の
生
産
を
義
務
づ
け
た
『
種
子
法
』
の
廃

止
（
二
〇
一
八
年
）、
②
独
立
行
政
法
人
の
試

験
研
究
機
関
お
よ
び
都
道
府
県
が
有
す
る
種
苗

の
生
産
に
関
す
る
知
見
を
、
民
間
事
業
者
へ
提

供
促
進
す
る
措
置
を
国
が
講
ず
る
（
法
八
条
四

号
）
と
し
た
『
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
』
の

制
定
（
二
〇
一
七
年
）、
③
自
家
増
殖
規
定
を

削
除
し
、
ま
た
、
外
国
人
の
権
利
享
有
主
体
を

拡
大
し
た
『
種
苗
法
』
の
改
正
に
つ
い
て
、
米

モ
ン
サ
ン
ト
社
（
現
・
独
バ
イ
エ
ル
社
）
の
採

っ
て
き
た
戦
略
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
と
結
び
つ
け

て
、
不
安
視
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
点
、
ケ
ネ
ス
リ
サ
ー
チ
社
の
調
査
に
よ

れ
ば
、
二
〇
一
九
年
の
世
界
の
種
子
市
場
は
約

五
五
七
億
米
ド
ル
で
あ
り
、
二
〇
二
〇
～
二
〇

二
七
年
の
予
測
期
間
中
は
六
・
四
％
以
上
の
成

長
率
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
ア
ク
セ

ス
ト
ゥ
シ
ー
ズ
社
に
よ
る
世
界
的
な
種
子
会
社

の
二
〇
一
九
年
売
上
高
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
日
本

企
業
の
最
高
位
は
タ
キ
イ
種
苗
の
第
八
位
に
と

ど
ま
り
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
近
時
の

一
連
の
政
策
は
、「
運
用
」
に
よ
っ
て
は
海
外

バ
イ
オ
メ
ジ
ャ
ー
を
利
す
る
可
能
性
は
皆
無
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
む
し
ろ
、
な
り
ふ
り
構
わ

ず
世
界
の
種
子
市
場
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を

取
り
に
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

す
な
わ
ち
、
国
を
挙
げ
て
植
物
新
品
種
の
育

成
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
知
財
戦
略
の
視
点

で
は
、❶
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」（
自

社
の
技
術
的
知
財
だ
け
で
な
く
、
社
外
の
技
術

的
知
財
も
導
入
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
実

現
す
る
こ
と
）
を
、
競
争
政
策
の
視
点
で
は
、

❷
「
民
間
企
業
の
参
入
」
を
促
し
「
自
由
競
争
」

を
志
向
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

こ
れ
が
吉
と
出
る
か
、
凶
と
出
る
か
は
わ
か

り
ま
せ
ん
が
、
①
自
由
競
争
を
促
す
べ
く
、
都

道
府
県
と
民
間
企
業
と
の
競
争
条
件
を
平
等
に

す
る
た
め
に
、
都
道
府
県
の
種
子
事
業
へ
の
国

の
予
算
措
置
を
伴
う
『
種
子
法
』
を
廃
止
し
、

②
種
子
法
廃
止
に
よ
り
都
道
府
県
が
種
子
事
業

か
ら
撤
退
し
た
場
合
、
原
種
・
原
原
種
の
生
産

の
担
い
手
（
民
間
企
業
の
参
入
）
を
な
く
さ
な

い
た
め
に
、
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
に
、『
農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
』

八
条
四
号
に
よ
り
、
種
苗
の
「
生
産
」（
生
産

と
は
増
殖
で
あ
っ
て
、
技
術
開
発
や
新
品
種
育

成
で
は
な
い
）
に
関
す
る
知
見
の
民
間
企
業
へ

の
提
供
を
促
し
た
よ
う
に
も
み
え
ま
す
。

　

ま
た
、民
間
企
業
の
参
入
を
促
す
た
め
に
は
、

「
収
益
」
を
確
保
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
の
収
益
の
意
味
は
、「
多
額
の
金
額
」

で
は
な
く
、「
利
得
の
機
会
」
で
す
。
例
え
ば
、

特
許
の
場
合
は
、
特
許
権
者
が
販
売
し
た
一
〇

〇
個
の
特
許
製
品
が
流
通
の
過
程
で
増
殖
し

て
、
店
頭
に
五
〇
〇
個
並
ぶ
と
い
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
の
で
、
利
得
の
機
会
が
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
種
苗
の
場
合
は
増
殖
す
る
の

で
、
育
成
者
権
者
か
ら
正
当
に
購
入
し
た
農
家

に
よ
る
自
家
増
殖
な
の
か
、
横
流
し
さ
れ
た
種

苗
の
増
殖
・
海
外
流
出
（
＝
今
ま
で
取
り
そ
び

れ
て
い
た
利
得
の
機
会
）
な
の
か
わ
か
ら
な
い

た
め
、
十
分
に
利
得
の
機
会
が
確
保
さ
れ
て
い

る
と
は
言
い
難
い
状
況
と
い
え
ま
す
。そ
こ
で
、

『
種
苗
法
改
正
』
に
よ
り
、
自
家
増
殖
を
「
要

許
諾
化
」
し
た
よ
う
に
み
え
る
の
で
す
。

⑺
　
農
業
は
自
由
競
争
に
な
じ
む
か

　
「（
グ
ロ
ー
バ
ル
な
）
自
由
競
争
」
や
そ
れ
を

前
提
と
し
た
知
財
戦
略
・
競
争
政
策
は
、
２
次

産
業
や
３
次
産
業
の
分
野
で
は
当
然
の
前
提
で

す
。
し
か
し
、「
食
の
安
全
保
障
」
と
い
う
見

地
か
ら
、
農
業
は
自
由
競
争
に
な
じ
む
の
か
と

感
じ
ら
れ
た
方
も
い
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
点
、
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン

ド
（
一
九
八
六
年
～
一
九
九
四
年
）
の
時
代
か

ら
続
く
、
Ｅ
Ｕ
方
式
（
保
護
主
義
）
と
米
国
方

式
（
自
由
競
争
）
の
農
業
政
策
の
対
立
が
あ
り

ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
や
ア
ジ
ア
諸
国
等
、

農
業
の
歴
史
が
古
い
国
は
、
産
地
の
自
然
的
要

因
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
産
地
ご
と
に

特
色
の
あ
る
農
業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
農
業
は
自
然
的
要
因
が
重
要
で
、
人
間

が
す
べ
て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、
農
業
に
は
特
別
の
配
慮
が
必
要
と

い
う
考
え
方
に
な
じ
み
ま
す
。

　

一
方
、
米
国
・
カ
ナ
ダ
や
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
等
、
農
業
の
歴
史
が
浅
い
国
は
、
当

初
よ
り
近
代
的
な
農
業
技
術
と
農
業
経
営
が
導

入
さ
れ
、
画
一
的
品
質
、
大
量
生
産
・
効
率
的

生
産
、
合
理
的
価
格
の
農
業
と
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
農
業
は
２
次
産
業
や
３
次

産
業
と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
自
由
競
争
が

妥
当
す
る
と
い
う
考
え
方
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

な
お
、こ
の
農
業
政
策
の
方
向
性
の
違
い
が
、

地
理
的
表
示
の
保
護
を
め
ぐ
る
Ｅ
Ｕ
と
米
国
の

激
し
い
対
立
に
も
影
響
し
て
い
ま
す
（
注
１
）。

　

日
本
で
も
、
農
業
関
係
者
（
農
家
に
限
ら
な

い
。
ま
た
、
産
業
全
体
で
あ
っ
て
個
々
の
農
家

で
は
な
い
）
を
自
由
競
争
に
お
き
、
リ
ス
ク
も

あ
る
が
大
き
く
稼
げ
る
（
逆
に
、
工
夫
し
な
い

者
は
稼
げ
な
く
な
る
）
よ
う
に
す
る
流
れ
が
み

ら
れ
ま
す
。
６
次
産
業
化
法
の
制
定
（
二
〇
一

〇
年
）
に
始
ま
り
、
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

資
す
る
、Ｇ
Ｉ
法
の
制
定（
二
〇
一
四
年（
注
２
））

や
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
大
改
正
（
二
〇
一
七
年
（
注
３
））

も
、
こ
の
一
連
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。

　

ア
グ
リ
テ
ッ
ク
（
ス
マ
ー
ト
農
業
）
の
普
及

に
伴
い
、
是
非
に
及
ば
ず
、
農
業
政
策
の
国
際

動
向
も
ま
す
ま
す
自
由
競
争
に
傾
い
て
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
。

（
注
１
）
拙
稿
「
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
法
の
最
新
改

正
と
国
際
的
背
景
」
本
誌
五
八
四
号
一
六
～
二
三

頁
参
照

（
注
２
）
拙
稿
「
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
制
度
の
概
要

と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
」
本
誌
五
四
四
号
一

六
～
二
一
頁

（
注
３
）
拙
稿
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
大
改
正
の
概
要
と
活
用
事

例
ー
農
水
分
野
の
戦
略
的
標
準
化
ー
」
本
誌
五
六

八
号
一
〇
～
一
五
頁

 

（
あ
さ
の　

た
か
し
）
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